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開発行為等による公共下水道管設計標準構造図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野田市建設局土木部下水道課 
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下水道用硬質塩化ビニル管（砂基礎）

市道舗装（6.5m未満）

開削工法 L=56.80m

野 田 市 建 設 局 土 木 部 下 水 道 課

公　共　下　水　道　工　事

令和　　年度 〇〇工事

路 線 名

工事箇所

図面種別

図面番号

縮    尺 図　　示 内容表示

管　渠　施　設

平面図・縦断面図・横断面図

全　 　 葉のうち 　 　号

野田市○○地先

縮尺 1:10,000位　置　図

縦　断　面　図

平　 面 　図 縮尺 1:500

横 1:500
縦 1:100

縮尺

横 断 面 図 縮尺 1:100

① － ①

横 断 面 図 縮尺 1:100

① － ①
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75φ90075
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25φ105025

75φ90075

基礎砕石  t=200

平　面　図

１号組立マンホール標準図 縮尺 1:20

(RC-40)

230

112

φ
1
5
4

1
5
4

2
4
1

5
0

2
4
5

6
1

h
-
副
管

高
+
(
5
0
+
2
4
5
+
6
1
)

内
副
管
高

 
H

プレーンエンド直管
φ150mm

90°曲管

サポートバンド

内副管用マンホール継手

  副 管 標 準 図 縮尺 1:20

平　面　図

断 面 図
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平　面　図

断 面 図

外　副　管 内　副　管

σck=18N/mm2

野 田 市 建 設 局 土 木 部 下 水 道 課

公　共　下　水　道　工　事

令和　　年度 〇〇工事

路 線 名

工事箇所

図面種別

図面番号

縮    尺 図　示 内容表示

管渠施設

全　　　葉のうち　　　号

野田市○○地先

※仕様はJSWAS　A-11、G-4、K-1に準ずる

副 管 標 準 図
１号組立マンホール標準図

鉄蓋平面図

平面図

コジリ穴(うすい)

開閉用ｺｼﾞﾘ穴

対象=２ケ所

袋状コジリ穴(おすい)

P.C.D.７６０

φ
6
6
6

PCDφ760

φ
6
4
6

※荷重区分：T-25もしくはT-14

防護コンクリートは本管の管底より233+100=333mmまで立ち上げるものとする。（下部施工）  

      2)既設副管（φ150）への取付けは副管用90°支管、カラーにて接続する。
        防護コンクリートは既設防護コンクリートと本管間333mmを打設する。（上部施工）   

特記：1)計画管に対する副管（φ150）は90°曲管、プレーンエンド直管まで立ち上げる。
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90°曲管

基礎砕石  t=200
(RC-40)
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プレーンエンド直管
φ150mm

485

副管用90°支管

ｶﾗｰ

83
152100

100

可とう継手

硬質塩化ビニル管

可とう継手

可とう継手

可とう継手

プレーンエンド直管
φ150mm

可とう継手可とう継手

※斜壁(H-300)は原則として使用しない

特記　サポートバンドの設置個数は下記の通りとする。
　０．６～１．５ｍ　１箇所
　１．５～３．０ｍ　２箇所
　３．０～４．５ｍ　３箇所
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野 田 市 建 設 局 土 木 部 下 水 道 課

公　共　下　水　道　工　事

令和　　年度 〇〇工事

路 線 名

工事箇所

図面種別

図面番号

縮    尺 図　示 内容表示

管渠施設

全　０　葉のうち　０　号

野田市○○地先

砕石基礎 1100 800

110 600 110

820820

110600110
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深

底　版

インバートコンクリート

t=20mm
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※荷重区分：T-25もしくはT-14
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足掛金物

０号組立マンホール標準図
楕円組立マンホール標準図

楕円組立マンホール標準図 縮尺 1:20

鉄蓋平面図
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対象=２ケ所

袋状コジリ穴(おすい)
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※荷重区分：T-25もしくはT-14

鉄蓋平面図
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０号組立マンホール標準図 縮尺 1:20
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野 田 市 建 設 局 土 木 部 下 水 道 課

公　共　下　水　道　工　事

令和　　年度 〇〇工事

路 線 名

工事箇所

図面種別

図面番号

縮    尺 図　示 内容表示

管渠施設

硬質塩化ビニル製小型マンホール標準図

全　　　葉のうち　　　号

野田市○○地先

※仕様はJSWAS　K-9に準ずる
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小口径（塩ビ）マンホール標準図 縮尺　1:20

縮尺　1:10インバート詳細図
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RMC30（B）
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（中蓋タイプ）
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レジンマンホール標準図 縮尺 1:10
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基礎砕石（RC-40） 基礎砕石（RC-40） 基礎砕石（RC-40）

基礎砕石（RC-40）

野 田 市 建 設 局 土 木 部 下 水 道 課

公　共　下　水　道　工　事

令和　　年度 〇〇工事

路 線 名

工事箇所

図面種別

図面番号

縮    尺 図　示 内容表示

管渠施設

レジンマンホール標準図

全　　　葉のうち　　　号

野田市○○地先

325

※仕様はJSWAS　K-10に準ずる

蓋及び受枠(野田市型) 蓋及び受枠(野田市型)

ハイジャスター

3
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0

1
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人
孔
深
：
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土
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1
1
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325345325 325345

流出側アダプタ

調整リング 調整リング 調整リング 調整リング

上部壁

中間壁

中間壁

RMC30（A）

RMC30（B）

RMC30（B）

上部壁

中間壁

中間壁

蓋及び受枠(野田市型)

RMC30（C）
管取付壁

管取付壁　RMC30(C)

RMC30（A）

RMC30（B）

RMC30（B）

上部壁

中間壁

中間壁

流入側アダプタ

RMC30（A）
上部壁

RMC30（B）
中間壁

中間壁

中間壁　RMC30（B）

管取付壁　RMC30(C)

流入側アダプタ
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取付管布設標準図 縮尺　1:20

掘削延長

φ200塩ビ製差し口形蓋

立ち上がり管

φ200プレーンエンド直管

塩ビ製公共桝（横型 ）

砂基礎ｔ=5cm

50×50

15°曲管

汚水本管 60°支管

本管掘削幅

   １,０００以内   

プレーンエンド直管φ150

30°曲管

φ200塩ビ製差し口形蓋

φ200プレーンエンド直管
立ち上がり管

50×50

砂基礎ｔ=5cm

カラーφ150用90°曲管

15°曲管

プレーンエンド直管φ150

60°支管

掘削延長

塩ビ製公共桝（縦型 ）

30°曲管

汚水本管

掘削延長

15°曲管

塩ビ製公共桝
30°曲管

60°支管

プレーンエンド直管φ150

（横型）

掘削延長

15°曲管 90°曲管

塩ビ製公共桝
プレーンエンド直管φ15030°曲管

60°支管

掘
削

幅

（縦型）

平　面　図

C-C断面図

平　面　図

A-A　断面図 B-B　断面図

C

A A

C

B

C

C

B

民地官地 官地 民地

本管掘削幅 本管掘削幅

掘
削

幅

桝
設
置
深

さ
：
H=

1.
00
m以

上

桝
設

置
深
さ

：
H=
1.

00
m以

上

本管掘削幅

750

平
均

掘
削

深

Z1 Z2

Z3
Z3

H
S

Z2C

Z3
Z3

H
Z1

公共桝 90°三方向合流 縮尺　1:10

横型 （90WY）
縦型 （DR90WY）（差し口形）

135200 100 150 125 125 30140

ます径

呼　び　径

流入側 流出側

Ｚ3

（参考）

Ｚ1（最小）

差口形

Ｚ2
Ｃ

（最大）

Ｈ

（単位：mm）

150100200

差口形流出側流入側

呼　び　径

ます径

Ｚ1（最小） Ｓ Ｈ
Ｚ3

（単位：mm）

※（　）内に示す値は、大曲り形状の寸法を示す。

（285） （90） （130） （155）

Ｚ2

125 125
20 105 135230

（最小） （最大） （参考）

内蓋

台座

（φ200用）

鋳鉄製防護蓋 縮尺　1:10

D1

D2

H
L

D3

D4

おすい

市章マーク入り

接着接合タイプ

212 194 8 50 18

差し口外径

（単位：mm）

203.0 ±0.8 201

D2D1

200

ます径
（最小） （最小） D3 許容差 D4

（参考）
（最小）

ｔ Ｌ

（最小） （最小）

Ｈ

※D2は、蓋単体の外径及び受枠の内径を示す。

（φ200用）
塩ビ製差し口形ワンタッチ蓋

掘削幅

野 田 市 建 設 局 土 木 部 下 水 道 課

公　共　下　水　道　工　事

令和　　年度 〇〇工事

路 線 名

工事箇所

図面種別

図面番号

縮    尺 図　示 内容表示

管　渠　施　設

取付管布設標準図

全　　　葉のうち　　　号

野田市○○地先

※使用する製品の仕様は、下記に準ずること。
JSWAS　K-1
JSWAS　K-7
JSWAS　G-3

埋設標識シート

埋設標識シート

   １,０００以内   

(路盤下に設置)
埋設標識シート
(路盤下に設置)

(路盤下に設置)

鋳鉄製防護蓋(市章入り)

砕石（RC-40）　　　

 1
00
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土 工 標 準 図

市道部

掘　削 埋戻し

機械埋戻し

掘
削
深
　
Ｈ

機
械
掘
削
(
Ｈ
-
Ｔ
1
)

舗
装
厚

Ｈ
-
4
1
6
-
Ｔ
2
-
Ｔ
1

2
1
6

1
0
0

機械掘削
(再生砂)

砂基礎

Ｔ
2

1
0
0

4
1
6

再
生
砂

舗装取壊し

舗　装　復　旧　図

Free

Free

歩　道

砂 基 礎 標 準 図 Free

横 断 面 図 横 断 面 図

4000

管
外
径

1
0
0

1
0
0

(
2
1
6
)

砂基礎（再生砂）

ゴム輪受口片受け直管φ200

砂基礎（再生砂）

管
外
径

1
0
0

1
0
0

(
2
1
6
)

流下方向

ゴム輪受口片受け直管φ200

※注：埋戻し材、舗装構成、舗装復旧については道路管理者の指示を優先とする

ゴム輪受口片受け直管φ200

仮復旧 本復旧

砕石(RC-40)

再生砂

復旧幅

掘削幅 影響幅

1000(750)

4
0

1
0
0

1
9
0

開粒度As（透水性）

※（　）内の値は、素掘りの場合の開削幅を示す。

5
0

フィルター層(砂)

4
0

1
0
0

1
9
0

5
0

Ｔ
1

舗
装
厚

2
0
0

砕石(RC-40)

粒調砕石(RM-40)

影響幅掘削幅

復旧幅

4
5
02
0
0

5
0

1
0
0

5
0

本復旧仮復旧

再生密粒As(13mm) 再生密粒As(13mm)

1
0
0

3
0 3
0

1
2
0

1
0
02
2
0

2
0
0

4
5
0

1000(750)

車道(幅員6.5m未満)

※（　）内の値は、素掘りの場合の開削幅を示す。

本復旧仮復旧

5
0

1
0
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

5
0

2
5
0

3
0
0

6
0
0

3
0

1
2
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

2
7
0

3
0

3
0
0

6
0
0

復旧幅

掘削幅 影響幅

粒調砕石(RM-40)

砕石(RC-40)

車道(幅員6.5m≦12.0m)

再生密粒As(13mm) 再生密粒As(13mm)

1000(750)

※（　）内の値は、素掘りの場合の開削幅を示す。

埋設標識シート4
0
0

野 田 市 建 設 局 土 木 部 下 水 道 課

公　共　下　水　道　工　事

令和　　年度 〇〇工事

路 線 名

工事箇所

図面種別

図面番号

縮    尺 図　示 内容表示

管　渠　施　設

砂基礎標準図・舗装復旧図・土工標準図

全　　　葉のうち　　　号

野田市〇〇地先
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野 田 市 建 設 局 土 木 部 下 水 道 課

公　共　下　水　道　工　事

令和　　年度 〇〇工事

路 線 名

工事箇所

図面種別

図面番号

縮    尺 図　示 内容表示

管　渠　施　設

仮設山留工標準図

全　　　葉のうち　　　号

野田市○○地先

平　面　図

4000

2500

4000

2500

4000

750750

アルミ腹起し材切梁用サポ－ト
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深
）

アルミ腹起し材

切梁用サポ－ト

0
～
5
0
0

H
（
掘
 
削
 
深
）

L=3.00

アルミ腹起し材

アルミ製矢板　有効幅333㎜

切梁用サポ－ト

L=3.50

切梁用サポ－ト

アルミ製矢板　有効幅333mm

アルミ腹起し材

支 保 ２ 段

断　面　図

アルミ製矢板　有効幅333mm

掘 削 幅

掘 削 幅

掘 削 幅

h

h

H≦2.80 H≦3.30

5
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0
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0
0

2
0
0

H
（
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削

 
深
）

h

0
～
5
0
0

掘 削 幅

アルミ製矢板　有効幅333mm
L=4.00

アルミ腹起し材

切梁用サポ－ト

4
0
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0
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0
0

掘 削 幅
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0
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0

H
（
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削
 
深
）

0
～
5
0
0

アルミ製矢板　有効幅333mm

L=4.00

アルミ腹起し材

切梁用サポ－ト

切梁用サポ－ト

アルミ腹起し材
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0
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hH
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掘 削 幅

切梁用サポ－ト

L=2.00

アルミ製矢板　有効幅333mm

掘 削 幅

2
0
0

hH
（
掘
 
削
 
深
）

アルミ製矢板　有効幅333㎜

L=2.50

切梁用サポ－ト

断　面　図

支 保 １ 段

0
～
5
0
0

アルミ腹起し材

0
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0

アルミ腹起し材

支 保 ３ 段

掘
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幅

2500750 750

2
5
0
0

1
0
0
0

5
0
0

2
0
0

1
2
5
0

5
0
0

3
0
0
0

2
0
0

2
0
0

3
5
0
0

0
～
5
0
0

H
（
掘
 
削

 
深
）

1
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h

仮 設 山 留 工 標 準 図 縮尺 1:30

L=2.50

アルミ製矢板　有効幅333㎜

H≦3.50 H≦3.80H≦2.30

H≦1.80 H≦2.00
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